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１．はじめに 

入野高架橋（下り線）は，静岡県藤枝市岡部町入野に位置する橋長679ｍのＰＣ10径間連続ストラッ

ト付き箱桁橋である。本工事では，暫定断面で施工された箱桁橋を拡幅用の移動作業車により床版拡

幅工事を行うため，新設する床版は，既設床版の拘束などによるひび割れの発生が懸念された。本報

告では，拡幅床版部のひび割れ抑制対策に関して報告する。 

 

２．橋梁概要 

橋梁諸元を表－１，主桁断面図を図－１，橋梁側面図を図－２に示す。移動作業車は４基使用し，

ブロック長を約16ｍとしてブロック割を行った（図－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．拡幅床版部の設計 

3.1 設計方針 

拡幅床版施工中は，暫定断面で施工された箱桁橋に拡幅床版自重，床版施工時の移動作業車の荷重

が作用する。拡幅床版部は，これらの桁作用による断面力，および既設床版の拘束による断面力が作
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図－２ 橋梁側面図 
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図－１ 主桁断面図 
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図－３ 拡幅床版のブロック割 
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用することとなる。また，完成系で追加配置する外ケーブルは，拡幅床版施工後に緊張する。したが

って，拡幅床版部の設計では，これらの桁作用を考慮した構造計算および温度応力解析を実施して，

外ケーブル緊張までの間，拡幅床版部に作用する引張応力がコンクリートの引張強度以下となるよう

に検討した。 

 

3.2 応力度の算定 

 拡幅床版部は図－４に示すように，移動作業車の載荷・撤去，コンクリート打設の荷重により断面

力が作用するため，これらの荷重による拡幅床版の応力履歴を算出した。図－５に拡幅床版部の応力

履歴図を示す。施工箇所の拡幅床版部には，打設直後に応力は作用せず，移動作業車撤去および他ブ

ロックの床版打設に伴い応力が作用する。検討の結果，P5～P6径間支間中央付近に最大で2.0N/mm2の

引張応力が発生した。また，応力履歴の算定では，拡幅床版が逐次構築されることで完成断面と暫定

断面が混在するため，断面剛性の違いによる影響を考慮した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.3 温度応力解析 

 拡幅床版コンクリートの水和熱による体積変化

を既設床版が拘束するため，温度応力が発生する。

また，拡幅床版部は既設床版とのクリープ・乾燥

収縮の材齢差による応力が発生する。本橋では膨

張コンクリートの使用を基本としているが，温度

応力解析を用いてこれらの影響を算出し，桁作用

による応力に加えた。解析モデルは16ｍを1ブロッ

クとして計3ブロック分の48ｍとした（図－６）。

温度応力解析の結果，エッジビームの温度が卓越

し，2.2N/mm2の引張応力が発生した（図－７）。 図－６ 解析モデル図 

図－４ 桁作用による影響 

①移動作業車の載荷 

施工済の拡幅床版に作用する 

②移動作業車の撤去 

施工箇所の拡幅床版に作用する 

③他ブロックコンクリート打設

施工済の拡幅床版に作用する 
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図－５ 拡幅床版部の応力履歴（橋軸方向） 

移動作業車の撤去・床版
コン打設により応力が発生 

(a) 1-5,2-3,3-5,4-3 ﾌﾞﾛｯｸ打設時 

(b) 1-9,2-7,3-9,4-7 ﾌﾞﾛｯｸ打設時 
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3.4 対策 

 表－２に拡幅床版部の応力度の集計を示す。エッジビームにはプ

レグラウト1S28.6mmが4本配置されており，0.6N/mm2程度の圧縮応

力が導入される。桁作用，温度応力およびプレストレスを考慮した

拡幅床版部の引張応力度は3.6N/mm2となり，引張強度を超える。こ

のため，施工段階で一時的に発生する引張応力の低減を目的にウェ

イトを載荷した。また，エッジビーム部の温度応力の低減を目的に

パイプクーリングを実施した。これらにより，拡幅床版部に作用す

る引張応力度を引張強度2.61N/mm2以下とすることができた。 

 

４．拡幅床版部の施工 

4.1 ウェイト載荷 

 P5～P6径間支間中央のウェブ上に約760kNのウェイトを載荷した。載荷期間は，移動作業車がP4～P5，

およびP6～P7径間を移動する期間とした（図－８）。図－９にウェイト載荷後の拡幅床版部の応力度

を示す。ウェイトを載荷することで，拡幅床版部の引張応力度が2.0N/mm2から1.5N/mm2に低減した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 パイプクーリング 

(1)事前解析 

 図－10にクーリング用パイプの配置図を示す。パイプは，熱伝達率が良好で曲げ加工が容易な機械

構造用炭素鋼材(STKM11A)φ25.4mmを使用した（写真－1）。事前の解析において，注入温度が低すぎ

ると床版部の応力が増加したため，温度調整ができる水温コントロールユニット（写真－2）を使用し，

注入温度を25℃に設定して温度調整を行った。また通水期間は，コンクリート温度が初期温度とほぼ

同等となる48時間とした。 

2.2N/mm2 の引張応力

が発生する。 
（引張） 

（圧縮） 

ａ-ａ断面 

図－７ 橋軸方向応力コンター図（経験値最大） 
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表－２ 応力度の集計 
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ウェイト載荷 760kN 

図－８ ウェイト載荷図 

図－９ ウェイト載荷後の拡幅床版部の応力履歴（橋軸方向） 
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 図－11に最高温度のコンター図，図－12にパイプクーリングを実施した橋軸方向応力コンター図

（経験値最大）を示す。パイプクーリングを実施することで，最高温度が59℃から52℃に低下し，発

生応力も2.2N/mm2から1.6N/mm2に低減した。 

 

 

 

 

 

 
 
 
(2)温度計測 

 パイプクーリングによる温度抑制効果効果を確認する

ため熱電対を設置し計測を行った。図－13に計測位置を

示す。図－14に各測点のコンクリート温度履歴，図－15

に断面中心③での解析値と実測値の比較を示す。断面中

心③の解析値と実測値の最高温度はほぼ一致したことか

ら，コンクリート内部の温度抑制効果を確認できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．まとめ 

 移動作業車により拡幅床版を施工する場合，移動作業車の移動，床版自重による桁作用で拡幅床版

部の応力が変動し，一時的に大きな応力が作用する場合がある。また，ストラット付き箱桁橋では，

エッジビームがマスコンクリートとなり温度応力が発生する。本橋では，ウェイト載荷，パイプクー

リングによるひび割れ抑制対策を実施した結果，顕著なひび割れは確認されなかった。最後に，本橋

の設計・施工にあたり，ご協力いただいた関係各位に深く感謝します。 
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（圧縮） 

52℃59℃ 

図－11 温度コンター図（経験値最大） 図－12 橋軸方向応力コンター図 

(a)対策なし (b)対策あり 
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図－13 熱電対の配置 

図－14 コンクリートの温度履歴 図－15 解析値と実測値の比較 

解析 48.1℃ 

実測 47.3℃
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